
CONTENTS 主な内容

令和８年度（令和７年分）町県民税の申告受付が始まります令和８年度（令和７年分）町県民税の申告受付が始まります ‥‥ ‥‥ ２２

物価高対応子育て応援手当のご案内物価高対応子育て応援手当のご案内‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８８

「ただいま☆いけだまち  しあわせ商品券」配布と利用について「ただいま☆いけだまち  しあわせ商品券」配布と利用について ‥‥ ‥‥ 1212

モルゲンロート直前

撮 影 者 ：坂井　絵美　様

撮 影 日 ：令和６年 12 月９日

撮影場所：民宿 山想

コメント：北アルプスの冬のモルゲンロートは１年のうちでも特に美しい風景ですが、

　　　　　染まる直前、淡い空の色とグレーの山々は神秘的で感動します。

北アルプス展望の里・花とハーブの里・信州あづみ野池田町北アルプス展望の里・花とハーブの里・信州あづみ野池田町

Azumino-IkedaAzumino-Ikeda

２

令和８ 年

２ ０ ２ ６

No.712



令和８年度（令和７年分）町県民税の
申告受付が始まります

◆
申
告
受
付
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
と
お
願
い

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
町
県
民
税
算
出
の
課
税
資
料
と
な
る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
算
出
資
料
と
な
り
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
方
は
期
間
中
に
必
ず

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
税
務
署
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
】

○
新
築
家
屋
等
が
あ
り
、
令
和
７
年
分
か
ら
新
規
に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
申
請
さ
れ
る
方

○
土
地
や
建
物
な
ど
の
売
却
、
株
式
の
売
買
な
ど
分
離
課
税
に
係
る
所
得
の
申
告
を
さ

れ
る
方

○
青
色
申
告
の
方

※
そ
の
他
、
町
で
の
判
断
が
難
し
い
場
合
は
税
務
署
で
の
申
告
を
案
内
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
書
類
の
事
前
作
成
の
お
願
い
】

　

会
場
の
混
雑
緩
和
と
受
付
時
間
の
短
縮
の
た
め
、
書
類
の
事
前
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
医
療
費
控
除
を
申
告
さ
れ
る
方
は
、
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
自
宅
で
作
成
し

て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
事
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
が
あ
る
方
は
、
「
収
支
内
訳
書
」
を
自
宅
で
作
成
し
て

き
て
く
だ
さ
い
。

※
作
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
ご
自
身
で
作
成
の
上
、
再
度
受
付
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
、
郵
送
で
の
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
所
得
税
の
確
定
申
告
】
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
を

入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
申
告
書
が
作
成
で
き
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
申
告
で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
を
印
刷
し
て
郵
送
で
の
提
出
も
可
能
で
す
。

【
町
県
民
税
の
申
告
】町
県
民
税
の
申
告
書
は
、申
告
会
場
、課
税
係
窓
口
、ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】
町
県
民
税
に
関
す
る
こ
と　

住
民
課 

課
税
係　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

　
　
　
　
　
　

確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と　

大
町
税
務
署　

 　

℡
（
２
２
）
０
４
１
０
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あなたは申告が必要であるか、下のチャートを使って確認してみましょう
【注意】このフローは一般的な例を示しています。フローにより、申告が必要ないとされた方でも、所得税の納付

や還付が生じる場合や、国民健康保険税、介護保険料などの軽減判定やその他行政サービスを受けるうえ
で、申告が必要となる場合があります。

令和8年１月１日現在、池田町に住民票がありましたか。

税務署に確定申告をしますか。

令和 7年中に収入がありましたか。
※非課税の収入（遺族年金、障害年金等）のみの方は、
いいえへ。

収入は給与又は公的年金のみでしたか。

次のいずれかにあてはまりますか。
①年末調整されていない給与がある
②源泉徴収票に記載されていない控除の追加・修正がある。
（医療費控除、生命保険料控除、扶養控除、寄附金控除等）

①源泉徴収金額、収入金額により、税務署へ
の確定申告が必要になる場合があります。
②町県民税の申告をしてください。
※控除の内容や金額によっては税務署への確
定申告が必要になる場合があります。

池田町への申告は不要です。
※令和 8年１月１日時点で住民票のあった市
区町村で申告してください。

町県民税の申告は不要です。
※税務署に提出した確定申告の情報が提供さ
れるため、町県民税の申告は不要です。

町県民税の申告は不要です。
※町内で同居している親族の扶養に入ってい
ない方で、所得証明書等を発行する必要が
ある方は申告してください。

町県民税の申告をしてください。
※所得の内容や金額によっては税務署への確
定申告が必要になります。

町県民税の申告は不要です。
※申告を行うことにより所得税の還付が発生す
る場合は、税務署へ確定申告してください。

スタート

申告に必要なもの

はい 　　　  いいえ   に沿って進んでください。

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え
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大町税務署から確定申告会場開設のお知らせ大町税務署から確定申告会場開設のお知らせ
　

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

《
会
場
》
大
町
税
務
署　

１
階
会
議
室

《
期
間
》
２
月
16
日
（
月
）
〜
３
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　

※
土
、
日
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

《
時
間
》
相
談
受
付　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
　

相
談
開
始　

午
前
９
時
〜

※
土
地
等
の
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
相
談
は
午
前
中
の

み
実
施
し
ま
す
。

・
確
定
申
告
会
場
の
入
場
に
は
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
事
前
発
行
に
よ
り
取
得
し
た
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
が
な
い
場
合

は
、
入
場
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

《
必
要
な
も
の
》

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取
り
対
応
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
パ
ス
ワ
ー
ド
２
つ

①
英
数
字
６
〜
16
文
字
の
パ
ス
ワ
ー
ド
（
署
名
用
電
子

証
明
書
）

②
数
字
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
）

・
ご
自
身
の
申
告
に
必
要
な
書
類

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
場

合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

手
続
き
が
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、
確
定
申
告

期
は
市
町
村
の
更
新
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
す
る
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
ご
自
宅
か
ら
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
沿
っ
て

金
額
等
を
入
力
す
る
と
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ

れ
、
計
算
誤
り
の
な
い
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
、
作
成
し
た
申
告
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
そ
の
ま
ま
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
納
期
限
は
、
令
和

８
年
３
月
16
日
（
月
）
で
す
。
確
定
申
告
に
係
る
納
付

は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
い

つ
で
も
納
付
が
で
き
、
現
金
不
要
で
手
間
い
ら
ず
の

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
が
大
変
便
利
で
す
。
納
付

手
続
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

調
べ
る

・
電
話
で
相
談
す
る

　

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
５
７
０
（
０
０
）
５
９
０
１

【
問
合
せ
先
】
大
町
税
務
署　

℡
（
２
２
）
０
４
１
０

国税庁ＬＩＮＥ
公式アカウント

確定申告書等
作成コーナー

キャッシュレス納付
詳細はコチラ

国税庁に関する
相談はコチラ

確確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

定
申
告
は
自
宅
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
！

利
用
し
た
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
！

国国
税
の
納
付
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
が

税
の
納
付
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
が

便便
利
で
す
！

利
で
す
！

国国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
は
、

税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
は
、

国国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話
で
！

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話
で
！
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令和７年度障害者控除対象者認定書の交付について
障害者手帳をお持ちでない方も、障害者控除の対象となる場合があります

　所得税・住民税の障害者控除の対象者（本人・扶養親族等）は、身体障害者手帳・療育手帳および精神障
害者保健福祉手帳（以下、障害手帳）を交付された方のほか、これらの方に準じた障がいがあると市町村長
等が認定した方とされています。
　町では「池田町障害者控除対象者認定に関する要綱」に定める認定基準によって障害者控除対象者認定書
を交付します。認定書は単年のみ有効です。交付ご希望の方は、認定書発行の申請手続きを行ってください。

《認定対象者》
以下の１～３の要件すべてに該当する方
１　池田町に住民票があり障害手帳の交付を受けていない方
２　北アルプス広域連合の介護保険被保険者証をお持ちの方
３　下記基準表のいずれかに該当する方

《申請方法》
・認定証発行を希望する対象者本人またはそのご家族などは「池田町障害者控除対象者認定申請書」に必
要事項を記載し、ふくしの相談係 ( 総合福祉センターやすらぎの郷内 ) へご提出ください。

・申請書は町ホームページのほか、やすらぎの郷にも用意してあります。
・認定書を郵送希望の場合には、返信用封筒を添えて申請をしてください。

【問合せ先】健康福祉課　ふくしの相談係　℡（６１）５０００

◇障害者控除対象者認定基準表（基準日 : 令和 7年 12 月 31 日現在）
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（1）調査の対象　小中学校児童生徒の保護者、小学校３年生以上の児童・生徒、小中学校の教職員

（2）期　間　　　 令和７年２月・３月

（3）結果概要
　①一学級当たりの児童・生徒数について
・保護者の６割近くは「現在の学級の人数を適当」と考えている。また３分の１程度は「現在より人数
が少ない方が適当」と考えている。その理由として「それぞれの児童・生徒に応じた指導・支援を受
けることができる」を挙げている。

・児童生徒の６割程度は、（現在の人数を）「ちょうどいい」と思ってい
る。また、４分の１程度は「今より多い方がいい」と考えている。その
理由として半数近くは、「友だちがたくさんできる」を選んでいる。

・教職員の半数以上は、「現在より人数が少ない方が適当」と考えている。
また、４割程度は「現在の人数を適当」と考えている。その理由として
７割程度は、「それぞれの児童・生徒に応じた指導・支援を受けること
ができる」を選んでいる。

義務教育のあり方検討委員会　報告（中）
　検討委員会の協議の参考とするため、学級規模や学年規模等について、保護者、児童・生徒、
教職員に対してアンケートを実施しました。

アンケート「現在の学級の児童・生徒数について」

保
護
者
全
体

児
童
・
生
徒
全
体

教
職
員
全
体

① 適当と考える

② 現在より１学級当たりの児童・生徒数が
少ない方が適当と考える

③ 現在より１学級当たりの児童・生徒数が
多い方が適当と考える

④ （長野県の定めた範囲であれば）どのく
らいでもよい

⑤ わからない

① 58%② 31%

③ 3%
④ 6% ⑤ 2%

① 63%

② 5%

③ 24%

④ 4% ⑤ 4%

① 38%

② 52%

③ 2%
④ 6% ⑤ 2%
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②一学年当たりの学級数について　
・保護者の６割近くが、「複数級（２学級以上）が適当」と考えている。また、４分の１程度は「単級、
複数級どちらでもよい」と考えている。その理由として「一人ひとりの児童生徒に目が行き届く」と「多
様な人間関係をつくることができる」をそれぞれ４割以上が選んでいる。

・児童生徒は、４割近くが「２学級以上がいい」と思っているが、「何学級でもいい」と「１学級がいい」
をそれぞれ３割近くが選んでいる。その理由として４割程度が「多くの友だちと接することができる」
を選び、次に「友達とより仲良くなれる」、その次に「一人ひとりをしっかり見てもらえる」と続いて
いる。

・教職員の４分の３程度は「複数級（２学級以上）が適当」と考えていて、２割程度が「単級、複数級ど
ちらでもよい」を選んでいる。その理由として、「一人ひとりの児童生徒に目が行き届く」と「多様な
人間関係をつくることができる」をそれぞれ４割以上が選んでいる。

③自由記述について
（現在の学校で取り組んでいることで今後 も続けていってほしいことやこんな学校になってほしいと願うこと）
・現在行われている学校の取り組み（学習・行事・特色ある取り組み等）について、肯定的に捉えている
記述が多い。

・特別支援教育を含め、児童生徒一人ひとりに寄り添った指導や支援を希望する意見や子どもの主体性や
個性を大切にした取り組みを求める意見が複数寄せられている。

・地域とのつながりやＰＴＡのあり方について意見が出ている。
・校舎や設備の修繕に対する希望がある。

　＊詳細は、町のホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ先】学校保育課　学校保育係　℡（６１）１４３０

アンケート「現在の１学年あたりの学級数について」

保
護
者
全
体

児
童
・
生
徒
全
体

教
職
員
全
体

① 単級（１学級）が適当と考える

② 複数級（２学級以上）が適当と考える

③ 単級・複数級のどちらでもよい

④ わからない

① 12%

② 57%

④ 5%

① 27%
③ 28%

④ 9%

② 74%

③ 18%

④ 8% ① 0%

③ 26%

② 36%
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毎
年
２
月
３
日
に
行
わ
れ
る
節
分
は
、
健
康
と
無
病

息
災
を
願
い
、
悪
い
も
の
を
追
い
出
す
日
本
の
伝
統
的

な
行
事
で
す
。

　

節
分
と
い
う
言
葉
に
は
、
「
季
節
を
分
け
る
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
春
夏
秋
冬
の
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節

の
は
じ
め
の
日
を
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
と
い
い
、

こ
の
前
日
を
節
分
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
中
で
も
日
本
で

は
、
立
春
か
ら
新
し
い
年
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
た
め
、
立
春
前
日
の
節
分
が
大
き
な
節
目
と
し
て
、

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

節
分
に
豆
ま
き
を
す
る
の
は
、
鬼
を
追
い
出
し
福
を

招
く
た
め
で
す
。
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
の
か
け
声

で
豆
ま
き
を
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

豆
ま
き
を
し
た
後
の
豆
か
ら
芽
が
出
な
い
よ
う
に
、

炒
っ
た
豆
が
使
わ
れ
ま

す
。
芽
が
出
て
し
ま
う
と

「
人
間
が
鬼
に
食
べ
ら
れ

る
」
「
そ
の
家
に
凶
事
が

起
こ
る
」
と
信
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

「
ま
め
を
い
る
」
＝
「
魔

の
目
を
射
る
」
に
つ
な
が

る
と
い
う
縁
起
担
ぎ
の
意

味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

【
豆
】

　

豆
に
は
「
魔ま

め目
」
を
滅
ぼ
す
力
が
あ
り
、
年
齢
の
数

だ
け
豆
を
食
べ
る
と
健
康
で
長
生
き
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て

は
、
落
花
生
を
食
べ
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

【
い
わ
し
】

　

節
分
に
い
わ
し
を
食
べ
る
理
由
は
、
い
わ
し
を
焼
い

た
と
き
に
発
生
す
る
煙
や
臭
い
を
鬼
が
嫌
う
こ
と
に
関

係
し
て
い
ま
す
。
い
わ
し
を
食
べ
る
こ
と
で
、
邪
気
を

追
い
払
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
に
は
、
昔
か
ら
節
分
に
柊

ひ
い
ら
ぎ
い
わ
し

鰯
と
い
う

魔
除
け
を
玄
関
な
ど
に
飾
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
柊
鰯

は
、
焼
い
た
い
わ
し
の
頭
を
柊
の
枝
に
刺
し
た
も
の

で
、
柊
の
ト
ゲ
が
鬼
の
目
を
刺
す
こ
と
で
鬼
の
侵
入
を

防
ぎ
、
い
わ
し
を
焼
い
た

臭
い
を
鬼
が
嫌
が
っ
て
近

づ
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

い
わ
し
の
照
り
焼
き
（
４
人
分
）

《
材
料
》

○
い
わ
し
（
生
） 

…
… 

大
き
め
４
尾

○
し
ょ
う
ゆ 

…
…
…
… 

大
さ
じ
２

○
み
り
ん 

…
…
…
…
… 

大
さ
じ
２

○
油 

…
…
…
…
…
…
… 

適
量

《
作
り
方
》

①
い
わ
し
を
開
き
に
す
る
。

②
し
ょ
う
ゆ
と
み
り
ん
を
少
し
煮
詰
め
て
、
ト
ロ
リ
と

さ
せ
、
タ
レ
を
作
る
。

③
い
わ
し
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
、
焼
き
上
が
っ
た
ら

タ
レ
を
か
ら
め
、
皿
に
盛
っ
た
ら
で
き
あ
が
り
。

　

い
わ
し
に
は
、
血
中
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
減
ら
す

Ｅ
Ｐ
Ａ
や
脳
の
働
き
を
活
性
化
す

る
Ｄ
Ｈ
Ａ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
泳
ぐ
カ
ル
シ
ウ

ム
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
カ
ル
シ
ウ

ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

節
分
と
は

節
分
と
は

節
分
の
豆
ま
き

節
分
の
豆
ま
き

節
分
に
食
べ
る
食
べ
物

節
分
に
食
べ
る
食
べ
物

い
わ
し
を
使
っ
た
簡
単
レ
シ
ピ

い
わ
し
を
使
っ
た
簡
単
レ
シ
ピ

食育ひろば食育ひろば　 　 22月節分月節分
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農政懇談会の報告会及びスマートテロワール講演会開催について農政懇談会の報告会及びスマートテロワール講演会開催について

　農政係では昨年の 11 月末から 12 月上旬にかけてエリア別農政懇談会を実施しました。懇談会では農地
の集約・集積や担い 手の確保など、様々な課題とともに今後の目指すべき姿を再確認しました。その報告会
を下記の日程で開催いたします。当日は池田町の新しい農業構想「あづみ野池田スマートテロワール構想」
について関連した講演会を開催いたします。農業に従事していない方もぜひご参加ください。

《開催日時》令和８年２月 14 日（土）午前 10 時
《場所》池田町交流センターかえで（ホール）
　　第１部　農政懇談会の報告会
　　第２部　講演会「あづみ野池田スマートテロワール構想」について 
　　　　　　食と農で風景をつくり、守る「北信スマートテロワール」
　　　　　　～信州小布施から始まった食・農・防災連携
《講師》勝

かつまた

亦　達夫　先生（信州大学キャリア教育・サポートセンター准教授）

１．農業を取り巻く環境の変化
　・担い手不足、資材の高騰、人件費の増加等々…
　　⇒　荒廃農地が拡大、農地が維持できない、美しい景観が守られない
２．スマートテロワール構想理念（新しい農業モデル）
（１）地域資源の最適活用
　・池田町特有の自然環境や文化を最大限に活用し、持続可能な農業・食文化を推進する。
（２）デジタルと伝統の融合
　・先端技術を活用しながらも、伝統的な知識や技術を尊重し、両者の融合を図る。
（３）地域コミュニティの活性化
　・地域の人々が主体的に関わり、協力し合うことで、持続可能な経済と豊かなコミュニティを築く。

あづみ野池田スマートテロワール構想について（概要）

「スマート・テロワール」とは
カルビー株式会社の創業者である故松尾雅彦氏の著わした
『スマート・テロワール　農村消滅論からの大転換』（学芸出版社刊）において提唱された
農村の循環型自給経済圏構想です。

参照：スマートテロワール協会ホームページより
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地球温暖化防止　経費削減のため　地球温暖化防止　経費削減のため　
もえるごみ 50％削減を目指しましょうもえるごみ 50％削減を目指しましょう

　

指
定
ご
み
袋
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

「
畳
、
布
団
等
長
尺
物
、
木
材
、
木
製
家
具
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
」
の
可
燃
性
粗
大
ご
み
は

穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
有
料
）

　

搬
入
す
る
際
は
、
ご
み
に
つ
い
て
い
る
「
見

え
る
範
囲
の
金
具
類
（
金
属
類
）
、
磁
石
類
、

ガ
ラ
ス
類
等
の
不
燃
物
は
取
り
外
し
て
く
だ
さ

い
。

　

布
団
、
じ
ゅ
う
た
ん
等
の
長
尺
物
は
持
ち
込

み
が
で
き
る
大
き
さ
に
な
る
よ
う
に
、
ひ
も
等

で
し
ば
っ
て
か
ら
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

持
ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
大
き
さ
は
「
畳
や

布
団
の
長
尺
物
は
２
ｍ
×
１
・
２
ｍ
×
１
ｍ
以

下
」
「
剪
定
枝
や
剪
定
木
は
直
径
20
㎝
以
下
」

「
角
材
は
１
辺
が
20
㎝
以
下
」
の
も
の
に
な
り

ま
す
。

穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

℡
０
２
６
３
（
８
２
）
２
１
４
７

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
半

　

土
曜
日　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

粗
大
ご
み
は
年
２
回
行
っ
て
い
る
粗
大
ご
み

回
収
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
か
、
Ｇ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
有
料
）

　

ま
た
、
大
き
な
ご
み
で
な
く
て
も
普
段
の
ご

み
収
集
で
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
廃
棄
物
も
回

収
し
て
も
ら
え
ま
す
の
で
、
搬
入
前
に
電
話
等

で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
Ｇ
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
６
４
５
５

　

月
〜
土
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　

日
曜
日
・
祝
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

【
問
合
せ
先
】
住
民
課　

環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

粗粗
大
ご
み
の
捨
て
方

大
ご
み
の
捨
て
方

可可
燃
性
粗
大
ご
み

燃
性
粗
大
ご
み
のの
捨
て
方

捨
て
方

３．池田町における展開案
  〇キーワード：強靭な自給圏の構築　
　　　　　　　  ⇒　食料・住宅・電力の地産地消
（１）農地のゾーニング（土地区分）
　・地域計画のブラッシュアップ
（２）地消地産
　・給食センターへの農産物納入
　・食品加工場から生産品目の選定　　　　　
　・市場価格・時期を見極めた作付け
（３）海外販路の確立
（４）デジタルを駆使したスマート農業
（５）地域のデザインに女性の意見を重視採用
　　　→消費活動の支出はほとんど女性が決定

　　　　　　【問合せ先】
　　　　　　　　振興課　農政係　℡（６２）３１２７

「新しい池田町農業ビジョン」

あづみ野池⽥
スマートテロワール構想

Azumino Ikeda Smart Terroir
愛称  “アイシテル”

「スマート・テロワール」
それは「美しく強靭な農村⾃給圏」
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毎
年
恒
例
の
将
棋
・
麻
雀
大
会
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

ょ
う
！

　

お
申
込
み
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
日
時
》
３
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

《
会
場
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
部
門
》
将
棋
【
小
中
学
生
の
部
】
、【
一
般
の
部
】

　
　
　
　

麻
雀
【
一
般
の
部
】

《
賞
等
》
１
〜
３
位
ま
で
賞
状
賞
品

　
　
　
　

全
員
に
参
加
賞

《
参
加
費
》
無
料

《
申
込
期
限
》
２
月
17
日
（
火
）
ま
で

《
参
加
資
格
》
ど
な
た
で
も

《
申
込
先
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
注
意
事
項
》
飛
び
入
り
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
人
数
を
制
限
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
０
５
８

　

食
料
品
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
生
活

に
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
消
費
を
喚
起
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
「
た
だ
い
ま
☆
い
け
だ
ま
ち　

し
あ
わ
せ

商
品
券
」
を
配
布
し
ま
す
。

《
対
象
者
》

　

令
和
８
年
１
月
１
日
に
池
田
町
に

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

《
商
品
券
の
内
容
》

　

対
象
者
１
人
当
た
り
１
万
円

　

１
枚
１
０
０
０
円　

10
枚
綴
り

　

う
ち
、
共
通
券　

６
枚

　
　
　
　

限
定
券　

４
枚

《
配
布
方
法
》

　

ゆ
う
パ
ッ
ク
で
、
世
帯
主
宛
て
に

世
帯
全
員
分
を
郵
送
し
ま
す
。

　

※
置
き
配
不
可
で
す
。

《
配
布
時
期
》

　

１
月
下
旬
か
ら
順
次
配
達
さ
れ
ま

す
。

《
利
用
で
き
る
期
間
》

　

令
和
８
年
１
月
31
日
（
土
）
か
ら

　

令
和
８
年
５
月
31
日
（
日
）
ま
で

《
そ
の
他
》

・
利
用
で
き
る
店
舗
一
覧
を
商
品
券
と
同
封
し
ま
す
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

・
配
達
の
都
合
に
よ
り
、
お
手
元
に
届
く
ま
で
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
振
興
課　

商
工
観
光
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

「ただいま☆いけだまち　しあわせ商品券」配布と利用について

　

町
で
は
、
自
衛
隊
法
第
97
条
で
定
め
ら
れ
た
地
方
自
治
体
の
法

定
受
託
事
務
で
あ
る
「
自
衛
官
等
募
集
事
務
」
と
し
て
、
自
衛
官

募
集
情
報
の
広
報
紙
へ
の
掲
載
や
、
募
集
対
象
者
の
情
報
提
供
の

協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
は
、
募
集
対
象
者
へ
募
集
案
内
を
送
付

す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
年
度
に
18
歳
に
な
る
人
の
情
報

（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
）
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
報
提
供
を
望
ま
な
い
人
は
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
な
ど

が
除
外
申
請
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
隊
へ
提
供
す
る
募

集
対
象
者
情
報
か
ら
除
外
し
ま
す
。

《
対
象
者
》

　

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
の
う
ち
、
平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平

成
21
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

《
申
請
が
で
き
る
人
》

・
対
象
者
本
人

・
対
象
者
の
法
定
代
理
人
（
親
権
者
、
後
見
人
）

・
対
象
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
代
理
人

《
必
要
書
類
》

申
請
書
、
本
人
確
認
書
類 

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康

保
険
資
格
確
認
書
、
学
生
証
な
ど
）

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
申
請
方
法
》

・
窓
口
申
請　

平
日
の
み

・
郵
送
申
請　

期
間
内
必
着

《
申
請
期
間
》

　

２
月
２
日
（
月
）
〜
３
月
２
日
（
月
）

【
提
出
・
問
合
せ
先
】
住
民
課　

住
民
係　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

自
衛
官
の
募
集
対
象
者
情
報
提
供
の

自
衛
官
の
募
集
対
象
者
情
報
提
供
の

除
外
申
請
受
付
中

除
外
申
請
受
付
中

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

第第
5555
回
池
田
町
将
棋
・
麻
雀
大
会

回
池
田
町
将
棋
・
麻
雀
大
会

参参
加
者
募
集

加
者
募
集
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町
で
は
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振

興
協
会
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ

る
「
地
域
活
動
助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
取
扱

い
の
し
や
す
い
40
㎜
の
消
火
栓
用
ホ
ー
ス
を
12

セ
ッ
ト
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
に
根
差
し
た
防
災
活
動
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
総
務
課　

危
機
管
理
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

　

平
本
研
一
さ
ん
（
滝
沢
）
が
昨
年
爺
ヶ

岳
登
頂
２
３
０
回
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

平
本
さ
ん
は
〝
安
全
に
楽
し
む
登
山
〞

を
信
条
と
し
て
、
日
程
に
余
裕
を
持
っ
て

登
山
す
る
こ
と
が
大
切
と
語
り
、
昨
年
は

７
回
の
登
山
で
２
回
は
途
中
で
引
き
返
し

た
そ
う
で
す
。

　

歳
を
重
ね
て
も
登
り
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
よ
る
体
力
作
り
や
食

事
に
気
を
つ
け
て
、
次
の
２
５
０
回
を
目

標
に
掲
げ
ま
し
た
。

☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆２月の休館日　１～４・９・16・23・24 日
  （４日までは特別整理休館、24日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

パンケーキ100まいたべたいの 男⼥の壁労働時間を貯めて、休⽇に変える !?
すごい世界の働き⽅

世界の働き方研究所  監修
新星出版社  刊

　日本の『普通の働き方』は、
海外とこんなに違う！
　日本のビジネスパーソン
から見た、世界の働き方。そ
こにはたくさんの驚きが！

石川  えりこ  作・絵
ポプラ社  刊

　「パクパクパックンパン
ケーキ、今すぐ食べたい
パンケーキ！」100 枚のパ
ンケーキを食べたい女の
子と、個性的なねこたち
がいっぱい登場！ 

養老  孟司  著
阿川  佐和子  著
実業之日本社  刊

　養老孟司と阿川佐和子
が、太古からの命題である
「男 と女の違い」に、生物学
的・論理的なメスを入れた
異色の対談集。

その他の新着書
馬と人の古代史　　　　若狭徹
甘蔓情話　　　　　　山本一力
秀吉と豊臣　 　　 河内将芳  編
おまあ推理帖　　　　諸田玲子
光と糸　　　　　　ハン・ガン
分裂蜂起　　　　　　佐々木譲
いぬがいた　　　　　丸山誠司
カタッポ　　　　　　山村浩二
小噺十二か月　　　　　川端誠

女性が建てた家と間取り
　　　　　　　 田中厚子　松下希和
分断と闇を超えて　　   土屋礼子  編
晴れの日の木馬たち　　　 原田マハ
わたしが戦場にいる　　 小手鞠るい
大和大納言  豊臣秀長　　   天野忠幸
ぼくの本屋ができるまで　 キタハラ
ゴシゴシどろんこトラック
　　　　　　　 ミノオカリョウスケ
アニーのせつぶん　 たちもとみちこ

会場：交流センターかえで
○２月７日(土) 午後１時30分～　ホールにて
　おとな向け映画会
　『九十歳。何がめでたい』 上映時間99分
　主演：草笛光子　原作：佐藤愛子
○２月８日(日) 午前10時30分～午後3時
　紙芝居：フリースペースにて随時上演
○２月15日(日) 午前10時30分～　学習室にて
　こども向け映画会
　『トムとジェリー４』 上映時間52分

入場無料、お申し込み不要です

『図書館で映画と紙芝居を楽しむ日』開催『図書館で映画と紙芝居を楽しむ日』開催

地
域
活
動
助
成
事
業
に
よ
り

地
域
活
動
助
成
事
業
に
よ
り

消
火
栓
用
ホ
ー
ス
を

消
火
栓
用
ホ
ー
ス
を

整
備
し
ま
し
た

整
備
し
ま
し
た

爺
ヶ
岳

爺
ヶ
岳  

登
頂
２
３
０
回
達
成

登
頂
２
３
０
回
達
成
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早
い
も
の
で
任
期
も
３
年
目
を
迎
え
、
日
々

様
々
な
方
に
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
主
に
お
手
伝
い
し
て
い
る
池
田
町
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
・
ド
メ
ー
ヌ
ヒ
ロ
キ
で
は
昨
年
度
、

日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
し
た

複
数
の
ワ
イ
ン
が
ほ
と
ん
ど
受
賞
と
い
う
素
晴

ら
し
い
功
績
で
す
。

　

ま
た
、
あ
づ
み
ア
ッ
プ
ル
の
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ

ン
ブ
ラ
ン
も
金
賞
受
賞
と
い
う
快
挙
は
、
池
田

町
と
い
う
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
包
括
的
な
自
然
環

境
）
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
す
ご
い
と
い
う

こ
と
を
間
違
い
な
く
意
味
し
、
切
磋
琢
磨
さ
れ

て
い
る
素
晴
ら
し
い
技
術
者
の
方
々
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
の
地
で
葡
萄
栽
培
に
関
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
現
在
、
町
の
実
験
栽
培
圃
場
と
し
て
広

津
地
区
に
お
借
り
し
て
い
る
場
所
に
「
ピ
ノ
ノ

ワ
ー
ル
」
と
い
う
品
種
を
テ
ス
ト
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
広
津

地
区
は
過
去
に
桑
や
た
ば
こ
、
近
年
で
は
カ
ミ

ツ
レ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
た
農
地
が
あ
り
ま

す
。
私
が
鳥
獣
対
策
活
動
で
広
津
の
奥
ま
で
行

く
こ
と
が
多
々
あ
り
、
日
々
の
見
回
り
の
中
で

広
津
に
は
空
い
て
し
ま
っ
た
場
所
が
多
く
見
受

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
な
ら
罠
の
見
回
り
や
捕
獲
を
進
め

る
つ
い
で
に
町
か
ら
最
奥
の
農
地
で
農
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、
広
津
地
区
に
て
葡

萄
栽
培
を
行
う
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
環
境
と

し
て
森
な
の
で
、
湿
潤
な
う
え
粘
土
質
で
あ

り
、
土
は
固
く
、
病
気
に
か
か
る
リ
ス
ク
は
非

常
に
高
い
の
で
す
が
、
土
壌
菌
根
菌
が
豊
か
で

あ
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
標
高
が
高
い
の
で
葡
萄
に
酸
が
残
る
こ
と

や
、
寒
暖
差
が
よ
り
顕
著
な
こ
と
な
ど
、
下
の

テ
ロ
ワ
ー
ル
と
は
ま
た
違
う
栽
培
が
可
能
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
山
間
部
で
の

新
し
い
農
業
の
可
能
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
な
り

得
る
よ
う
、
今
後
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 森

山　

正
毅

森
山　

正
毅

振
興
課

振
興
課

農
政
係

農
政
係

【
問
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

№ 122

協協
力
隊
３
年
目

力
隊
３
年
目
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令
和
７
年
２
月
26
日
に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
発
生
し
た
林

野
火
災
は
、
延
焼
範
囲
が
約
３
３
７
０
ha
と
な
り
、
国
内
の

林
野
火
災
と
し
て
は
約
60
年
ぶ
り
と
な
る
大
規
模
な
林
野
火

災
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
は
林
野
火
災
の
予
防
に
関
す
る
検
討
会
を
開
催
し
、
こ

れ
に
関
す
る｢

火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
つ
い
て｣

の
通
知

が
全
国
の
消
防
機
関
に
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
消
防
本
部
も
こ
の
通
知
を
受
け｢

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
火
災
予
防
条
例｣

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

《
林
野
火
災
注
意
報
の
発
令
》

　

降
雨
の
な
い
日
が
連
続
し
て
一
定

期
間
続
き
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に｢

林
野
火
災
注
意

報｣

を
発
令
し
ま
す
。

（
発
令
時
に
は
、
市
町
村
内
の
防
災
無

線
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
介
し
て
広
報
し
ま
す
）

　

発
令
時
は
、
な
る
べ
く
、
た
き
火
・
火
入
れ
等
は
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

《
林
野
火
災
に
関
す
る
警
報
の
発
令
》

　

｢

林
野
火
災
注
意
報｣

の
発
令
中
に
お
い
て
、
気
象
台
か

ら
強
風
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
時
な
ど
は
「
林
野
火
災
に
関

す
る
警
報
」
が
発
令
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
注
意
報
と
同
様
の
広
報
に
併
せ
、
警
戒
巡
回
を
行
い
ま

す
）

　

発
令
時
は
、
た
き
火
・
火
入
れ
等
が
禁
止
さ
れ
、
従
わ
な

い
場
合
は
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

火
災
予
防
条
例
の
改
正
内
容

火
災
予
防
条
例
の
改
正
内
容

　

冬
季
は
、気
温
の
低
下
に
よ
り
道
路
や
施
設
な
ど
が
凍
結
し
、

思
わ
ぬ
事
故
や
生
活
被
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

凍
結
に
よ
る
危
険
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
転
倒
事
故
防
止
に
つ
い
て

・
路
面
や
階
段
、
橋
の
上
は
特
に
凍
結
し
や

す
い
た
め
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
外
出
時
は
滑
り
に
く
い
靴
を
着
用
し
、
歩

幅
を
小
さ
く
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
手
袋
を
着
用
し
、
転
倒
時
に
手
を
つ
け
る

よ
う
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
交
通
安
全
の
確
保

・
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
不
要
不
急

の
外
出
や
車
の
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
車
を
運
転
す
る
際
は
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装

着
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

・
急
発
進
・
急
ブ
レ
ー
キ
・
急
ハ
ン
ド
ル
を
避
け
、
慎
重
な
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
で
の
見
守
り

・
高
齢
者
や
体
調
に
不
安
の
あ
る
方
へ
、
声
か
け
や
見
守
り
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
箇
所
（
凍
結
し
て
い
る
歩
道
・
階
段
な
ど
）
を
見
つ
け

た
場
合
は
、
注
意
喚
起
や
関
係
機
関
へ
の
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

凍
結
へ
の
事
前
対
策
と
日
頃
の
注
意
が
、
事
故
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
０
１
１
９

　

ご
応
募
さ
れ
た
方
々
の
温
か
い
ピ
ア
ノ
の
音

色
を
聴
き
に
来
ま
せ
ん
か
？

《
開
催
日
時
》
２
月
14
日
（
土
）　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
頃

《
鑑
賞
料
》
無
料　

　

鑑
賞
希
望
の
方
は
、
午
後
１
時
に
開
場
し
ま

す
の
で
、
創
造
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
積
雪
等
に
よ
り
、
当
日
中
止
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

２
月
４
日
（
水
）
、
５
日
（
木
）

　

３
月
４
日
（
水
）
、
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

・
２
月
の
太
極
拳
教
室
、
ヨ
ガ
教
室
は
お
休
み

で
す
。

※
３
月
の
太
極
拳
教
室
は
13
日
（
金
）
、
ヨ
ガ

教
室
は
18
日
（
水
）
で
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

池
田
町
創
造
館　

℡
（
６
２
）
６
０
６
５

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
休
館
）

創
造
館
だ
よ
り

創
造
館
だ
よ
り

ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー

ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー

  

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・

      　　

    

バ
レ
ン
タ
イ
ン
公
募
演
奏
会
」

バ
レ
ン
タ
イ
ン
公
募
演
奏
会
」

林
野
火
災
の
予
防
を
目
的
と
し
て

林
野
火
災
の
予
防
を
目
的
と
し
て

火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

冬
季
の
凍
結
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

冬
季
の
凍
結
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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会 染 小 学 校

《
池
田
町
選
》

午
後
の
陽
を
背
に
二
十
鉢
の
バ
ラ
剪
定
終
え
て
見
上
げ
る
冬
の
夕
焼
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

鈴
子
（
吾
妻
町
）

谷
あ
い
の
秋
の
木
曽
路
は
風
を
呼
び
奈
良
井
の
宿
は
ま
き
を
焚
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
沢　

初
恵（
十
日
市
場
）

桶
二
つ
並
べ
て
夫
と
お
菜
洗
う
や
わ
ら
か
き
陽
に
ハ
ミ
ン
グ
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

餓
鬼
岳
に
入
り
日
素
早
し
畑
仕
事
終
え
れ
ば
五
時
の
「
ふ
る
さ
と
」
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
谷
留
美
子
（
滝　

沢
）

陽
を
集
め
赤
く
角
ぐ
む
蕗
の
た
う
め
ぐ
り
の
雪
の
ま
ろ
く
融
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

恵
子
（
滝　

沢
）

霧
巻
き
て
真
っ
白
な
朝
力
込
め
ハ
ン
ド
ル
握
る
い
つ
も
の
道
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
瀬
や
よ
い
（
中
之
郷
）

花
め
で
る
至
福
の
時
間
寒
き
朝
凜
々
た
る
白
き
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田
せ
つ
子
（
五
丁
目
）

霜
月
を
過
ぎ
て
師
走
の
初
雪
に
地
球
の
温
暖
や
は
り
と
思も

ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

栄
子
（
四
丁
目
）

窓
辺
に
は
陽
の
差
し
入
り
て
有
難
や
手
許
明
る
し
温ぬ
く

さ
も
う
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
澤　

夏
子
（
中
之
郷
）

精
進
の
三
年
賜
杯
の
安
青
錦
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
に
希
望
の
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
瀬
貴
江
子
（
四
丁
目
）

４月号掲載短歌募集

はがきまたはメールに作品１点を
記入し、２月末までに投稿してく
ださい。
作品には①住所（番地まで）②地区
名 ③氏名 ④電話番号 ⑤学校名と
学年（中学生以下の方）を明記し
てください。
投稿作品の語句等の修正は原則行
いませんのでご了承ください。投
稿多数の場合は抽選により掲載し
ます。

■あて先
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町　総務課総務係

℡ 62-3131
■メール
　soumu@town.ikeda.nagano.jp

　

本
校
で
は
今
年
度
も
「
地
域
と

の
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
、
五
感

を
フ
ル
に
活
用
し
た
学
び
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
学
校
内
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
貴
重
な
体
験
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

各
学
年
、
地
域
の
「
名
工
」
の

皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
伝
統

的
な
栽
培
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

・
５
年
生
（
稲
作
）

　

土
作
り
か
ら

脱
穀
・
は
ぜ
か

け
ま
で
、
手
作

業
の
苦
労
と
工

夫
を
学
び
ま
し

た
。
収
穫
し
た

お
米
は
、
収
穫

祭
で
の
餅
つ
き
や
、
新
１
年
生
へ

贈
る
「
お
赤
飯
」
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

・
４
年
生
（
か
ん
ぴ
ょ
う
）

　

内
鎌
か
ん
ぴ
ょ
う
保
存
会
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
で
、
夕
顔
の
栽
培

か
ら
「
引
き
・
干
し
」
の
工
程
を

体
験
。
お
い
し
い
か
ん
ぴ
ょ
う
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

・
３
年
生
（
あ
ず
き
）

　

桜
仙
峡
あ
ず
き
保
存
会
と
共
に

育
て
た
あ
ず
き
も
、
見
事
な
豊

作
。
現
在
、
み
ん
な
で
ど
ん
な
お

料
理
に
す
る
か
考
案
中
で
す
。

　

休
み
時
間
に

は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
あ

い
そ
め
☆
ら
い

ぶ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
生
け

花
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
使
っ
た
マ
ス

コ
ッ
ト
づ
く
り
、
楽
器
演
奏
、
ガ

ン
プ
ラ
展
示
、
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン

グ
、
群
読
な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
の
技
や
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込

む
キ
ラ
キ
ラ
し
た
姿
に
触
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
。
地
域
の

方
と
一
緒
に
作
品
を
作
り
、
語
ら

う
時
間
は
、
「
好
き
な
こ
と
を
楽

し
む
心
」
の
豊
か
さ
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。
１
年
間
の
多
大
な
る
ご
協
力

に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

恵
み
に
感
謝
！

恵
み
に
感
謝
！

栽
培
活
動
を
通
じ
た
交
流

栽
培
活
動
を
通
じ
た
交
流

心
躍
る
ひ
と
と
き

心
躍
る
ひ
と
と
き

「
あ
い
そ
め
☆
ら
い
ぶ
」

「
あ
い
そ
め
☆
ら
い
ぶ
」

池田町メール配信サービスにご登録ください
ご登録いただけると気象・地震・防災・防犯・有害鳥獣などの情報が携帯電話
やパソコンに送信されます。

こちらのＱＲコードを読み取り、空メールをお送りください。ＱＲ
コードの読取ができない方は「t-nagano-ikeda@sg-p.jp」宛に空メー
ルをお送りください。

◀登録は
　こちらから 【問合せ先】総務課   総務係　℡ 62-3131
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町
で
は
、
近
年
の
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
に
備
え
て
、
気
象
情
報
の
収
集

要
領
と
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
の
た
め
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
日
時
》
２
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

《
受
付
》
午
前
９
時
〜
９
時
30
分

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
ホ
ー
ル

《
定
員
》
60
人

※
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
、W

i-Fi

接
続
で
き
る
機
器
を
お
持

ち
の
方
は
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
】
総
務
課
危
機
管
理
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

　

仲
間
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
知
識
の
習
得
と

地
域
活
動
を
行
う
た
め
に
、
幅
広
い
分
野
の

学
習
を
行
う
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
の
令
和
８

年
度
大
北
学
部
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

《
入
学
資
格
》

　

50
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
方

《
学
習
内
容
》

　

教
養
講
座
、
趣
味
健
康
交
流
講
座
、
地
域

づ
く
り
講
座 

《
募
集
人
員
》

　

40
人
（
先
着
順
）

《
学
習
期
間
》

　

２
年
間
（
年
間
15
日
60
時
間　

目
安
）

《
主
会
場
》

　

大
町
合
同
庁
舎
講
堂
ほ
か

《
授
業
料
》

　

年
額
１
２
０
０
０
円
（
教
材
費
な
ど
は
別

途
必
要
と
な
り
ま
す
）

《
募
集
期
間
》

　

２
月
２
日
（
月
）
か
ら
３
月
31
日
（
火
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

《
募
集
案
内
・
入
学
願
書
の
配
付
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

提
出
先
》

・
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
大
町
合

同
庁
舎
）

・
池
田
町
健
康
福
祉
課
福
祉
係
（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
）

【
問
】

大
町
保
健
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

社
会
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
２
３
）
６
５
０
７

　

町
で
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
子
育
て

世
帯
を
応
援
す
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
未
就
学
児
を
扶
養
し
て
い
る
ご
家
庭
に

対
し
、
未
就
学
児
１
人
に
つ
き
も
え
る
ご
み

袋
10
袋
（
１
０
０
枚
）
を
支
給
す
る
事
業

（
い
け
だ
ま
ち
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
・
子
育

て
応
援
ご
み
袋
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

対
象
の
世
帯
に
は
１
月
末
に
引
換
券
ハ
ガ

キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
配
布

場
所
に
て
引
き
換
え
く
だ
さ
い
。

【
問
】

　

健
康
福
祉
課　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

今
年
も
、
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
詩
・
短

歌
・
俳
句
の
全
作
品
を
「
交
流
セ
ン
タ
ー
か

え
で
」
と
「
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
」
に
展

示
し
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
入
賞
20
作
品
を
審

査
で
選
び
ま
す
。
「
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え

で
」
で
は
、
投
票
用
紙
と
箱
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
鑑
賞
者
の
方
が
好
ま
し
い
と
思
う
作

品
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
は
審
査
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

《
展
示
の
期
間
と
会
場
》

・
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

　

２
月
14
日
（
土
）
〜
３
月
１
日
（
日
）

※
か
え
で
の
展
示
は
、
審
査
投
票
を
行
う
た

め
、
作
者
名
を
伏
せ
て
展
示
し
ま
す
。

・
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館

　

４
月
５
日
（
日
）
〜
５
月
３
日
（
日
）

※
開
館
時
間
・
休
館
日
は
、
各
施
設
の
規
則

通
り
で
す
。

【
問
】
教
育
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
１
４
３
０

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学　

学
生
募
集

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学　

学
生
募
集

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
講
習
会
開
催

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
講
習
会
開
催

未
就
学
児
の
子
育
て
世
帯
に

未
就
学
児
の
子
育
て
世
帯
に

も
え
る
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

も
え
る
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

「
子
ど
も
・
大
人
が
つ
く
る
詩
・
短
歌
・

「
子
ど
も
・
大
人
が
つ
く
る
詩
・
短
歌
・

俳
句
」
公
募
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

俳
句
」
公
募
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ
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最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ

き
、
使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

今
般
、
長
野
県
地
域
最
低
賃
金
の
改
正
に

続
い
て
、
長
野
県
内
の
特
定
の
産
業
で
働
く

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
」
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
適
用
業
種
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
長
野
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

長
野
県
地
域
最
低
賃
金

《
時
間
額
》
１
０
６
１
円

《
発
効
年
月
日
》
令
和
７
年
10
月
３
日

は
ん
用
機
械
器
具
等
製
造
業

《
時
間
額
》
１
１
０
５
円

《
発
効
年
月
日
》
令
和
７
年
12
月
28
日

計
量
器
等
製
造
業

《
時
間
額
》
１
０
９
５
円

《
発
効
年
月
日
》
令
和
８
年
１
月
１
日

【
問
】

　

長
野
県
労
働
局　

労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　

℡
０
２
６
（
２
２
３
）
０
５
５
５

　

長
野
県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎
年
２
月
22

日
の
行
政
書
士
記
念
日
の
活
動
の
一
環
と
し

て
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

《
相
談
内
容
》

　

遺
言
・
相
続
関
係
に
関
す
る
こ
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
申
請
、
外
国
人

在
留
資
格
、
各
種
契
約
書
や
内
容
証
明
な
ど

必
要
書
類
作
成
の
相
談
な
ど

・
松
本
会
場

《
相
談
日
》
２
月
14
日
（
土
）

《
時
間
》
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

《
場
所
》
松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

松
本
市
中
央
４
丁
目
７
番
26
号

・
安
曇
野
会
場

《
相
談
日
》
２
月
19
日
（
木
）

《
時
間
》
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

《
場
所
》
安
曇
野
市
役
所

　
　
　
　

安
曇
野
市
豊
科
６
０
０
０
番
地

・
大
北
会
場

《
相
談
日
》
２
月
22
日
（
日
）

《
時
間
》
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

《
場
所
》
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

大
町
市
大
町
１
１
２
９

※
事
前
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
】
長
野
県
行
政
書
士
会
中
信
支
部

　
　
　
　

℡
０
２
６
３
（
８
７
）
３
７
９
８

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
法
テ
ラ
ス
な

が
の
後
援
の
も
と
、
昔
の
借
金
を
請
求
さ
れ

た
人
の
緊
急
相
談
会
を
無
料
で
開
催
し
ま

す
。

《
日
時
》
３
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

《
面
談
相
談
》

　

場
所　

長
野
県
司
法
書
士
会
館

　
　
　
　

長
野
市
妻
科
３
９
９
番
地

　

要
予
約

　

前
日
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

℡
０
２
６
（
２
３
２
）
７
４
９
２

《
電
話
相
談
》

　
　
　
　

℡
０
１
２
０
（
４
４
８
）
７
８
８

《
相
談
例
》

・
昔
の
借
金
の
請
求
が
来
た
け
ど
払
わ
な
い

と
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
？

・
借
り
た
覚
え
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
借
金
の

請
求
が
来
た
け
ど
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ

う
か
？

・
認
知
症
の
父
に
借
金
の
請
求
が
来
て
い
る

が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
？

【
問
】
長
野
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　

℡
０
２
６
（
２
３
２
）
７
４
９
２

長
野
県
特
定
（
産
業
別
）最
低
賃
金

長
野
県
特
定
（
産
業
別
）最
低
賃
金

中
信
支
部
行
政
書
士
無
料
相
談
会

中
信
支
部
行
政
書
士
無
料
相
談
会

借
金
の
請
求
が
届
い
た
ら

借
金
の
請
求
が
届
い
た
ら

放
置
し
な
い
で
！

放
置
し
な
い
で
！
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期　　日 医療機関名 電話番号

医　
　
　

科

1日（日） 　 

池田・松川 にしもりクリニック 61-1700

大町市内 柿下クリニック 21-1230

8日（日） 　 

池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

11日（水・祝）

池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

15日（日） 　 

池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 野村クリニック 85-0085

22日（日） 　 

池田・松川 せりざわクリニック 62-3000

大町市内 市立大町総合病院 22-0415

23日（月・祝）

池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

■2月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

期　　日 行　事　名

14日（土） 小学生親子スケート教室（体験会）

15日（日） 自主防災会普及啓発事業

■2月の主な行事

期　　日 店　　名 電話番号

1日（日） 　 （株）ピュアハウス 85-0970

7日（土） 　 （有）テクノ安曇野 62-7005

8日（日） 　 稲洋水道（株） 090-1200-9731

11日（水・祝）（株）クサダ 0263-48-3119

14日（土） 　 （有）信州保温 090-4615-3299

15日（日） 　 （有）東設備 090-3083-3770

21日（土） 　 （有）コーヨー住宅設備 62-3529

22日（日） 　 （有）みやび設備 090-1869-3352

23日（月・祝）（株）エムケーシステム 090-4464-8147

28日（土） 　 （株）巧誠 0263-88-5311

■2月の上水道休日緊急当番店

■2月の納税等

■人の動き

診
療
時
間

■医　科　　午前9時  ～  午後5時

■歯　科　　午前9時  ～  正午 （要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時  ～  午後5時30分

国 保 税、 後 期 高 齢 ⑧　 　【 納 期 限　2 月 26 日（ 木 ）】
※口座振替日は３月２日 ( 月 ) です。前日までに残高の確認をお願いします。

1月1日現在　（　）内は前月比
●人　口　9,006人（－11）
　　　男　4,365人（－7）　 女　4,641人（－4）
●世帯数　4,093世帯（－14）   

期　　日 医療機関名 電話番号

歯　
　
　

科

1日（日） 　 いとう歯科医院（松川村） 62-8880

8日（日） 　 師岡歯科（池田町） 62-9781

11日（水・祝） 西澤歯科医院（大町市） 22-5091

15日（日） 　 武田歯科医院（白馬村） 72-8060

22日（日） 　 佐藤歯科医院（大町市） 23-3211

23日（月・祝） グリーン歯科クリニック（大町市） 23-6666

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬　
　
　

局

1日（日） 　 すみれ薬局 85-2061

8日（日） 　

アイン薬局あづみ池田店 61-5021

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

11日（水・祝） 白樺薬局 62-0010

15日（日） 　 白樺薬局 62-0010

22日（日） 　 高瀬薬局 62-1125

23日（月・祝） 松川とをしや薬局 61-1527

※天候やその他の理由により中止・変更となる場合があります。
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広
報
い
け
だ

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
８
年
１
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
６
年
２
月
号
（N

o.712

）
発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

総
務
課　

総
務
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３-

６

印
刷　

有
限
会
社
北
辰
印
刷　

  

℡
０
２
６
１
（
６
２
）
３
１
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
（
６
２
）
９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@
tow
n.ikeda.nagano.jp

《

有

料

広

告

欄

》

　

12
月
12
日
に
東
京
都
中
央
区
「
銀
座
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
で
「
横
山
タ
カ
子
さ
ん
の
信
州

の
長
寿
ご
は
ん
〜
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
・
池
田

町
か
ら
届
け
た
い
・
自
然
が
育
む
信
州
の
味

わ
い
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

郷
土
料
理
研
究
家
の
横
山
タ
カ
子
さ
ん
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
、
堀
の
内
で
「
発

酵
と
暮
ら
し 
お
は
こ
」
を
営
む
西
山
さ
ん

夫
妻
が
信
州
吟
醸
豚
の
酒
粕
味
噌
焼
き
、
信

州
サ
ー
モ
ン
の
な
め
ろ
う
を
始
め
、
町
の
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
長
寿
料
理
を
都
内

を
中
心
に
、
参
加
さ
れ
た
47
人
に
提
供
し
ま

し
た
。

　

町
長
自
ら
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
横
澤
議
会

議
長
ら
は
、
横
山
さ
ん
の
レ
シ
ピ
を
再
現

し
、
展
示
す
る
な
ど
「
あ
づ
み
野
池
田
い
き

い
き
食
育
条
例
」
の
説
明
や
食
の
大
切
さ
を

伝
え
ま
し
た
。

　

「
手
間
暇
か
け
て
や
さ
し
い
母
親
の
味
が

す
る
」「
町
に
行
っ
て
み
た
く
な
っ
た
」「
町

へ
移
住
を
考
え
た
い
」
な
ど
う
れ
し
い
声
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
お
土
産
と
し
て

ガ
ー
デ
ン
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
付
き
豆

腐
の
試
供
品
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】
振
興
課　

農
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

～北アルプスの麓・池田町から届けたい・自然が育む信州の味わい～北アルプスの麓・池田町から届けたい・自然が育む信州の味わい北アルプスの麓 町から届けたい・自 が育む信州の味わい

横山タカ子さんの信州の長寿ごはん
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